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晴
海
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
開
催

さ
れ
た
記
者
発
表
会
に
は
、
各
テ

レ
ビ
局
を
は
じ
め
、
新
聞
記
者
な

ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
出

席
し
、
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表

し
て
日
本
財
団
の
尾
形
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
続
い
て
日
本
財
団
の

海
野
常
務
理
事
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
を
説
明
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
水
嶋
国
土

記
者
発
表
会
・
松
浦
満
晴

組
合
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ

　
私
ど
も
全
日
本
海
員
組
合
は
、

外
航
・
内
航
・
旅
客
船
な
ど
の
海

運
産
業
や
、
漁
船
漁
業
な
ど
の
水

産
産
業
、
海
洋
調
査
船
な
ど
、
船

を
中
心
と
し
た
海
事
関
連
産
業
で

働
く
労
働
者
で
組
織
す
る
、
日
本

で
唯
一
の
産
業
別
単
一
労
働
組
合

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
こ
の
技
術
に
期
待
す

る
の
は
「
船
員
の
厳
し
い
労
働
環

境
の
抜
本
的
な
改
善
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
船
員
は
、
厳
し
い

自
然
を
相
手
と
し
、
急
激
な
気
象

海
象
の
変
化
に
即
応
し
、
特
に
神

経
を
す
り
減
ら
す
、
船
舶
の
幅
輳

海
域
・
狭
い
水
道
の
航
行
や
、
深

夜
の
見
張
り
、
そ
し
て
離
着
桟
作

業
な
ど
を
こ
な
し
て
き
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
長
年
の
船
員
経
験
の
積

み
重
ね
に
よ
る
知
識
の
蓄
積
と
、

努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
て

お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
深
刻
な
人
手
不
足
が

続
く
今
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
な
か
で
の
運
航
や
、
荷
役
作
業

な
ど
の
運
航
業
務
以
外
の
作
業
に

よ
る
疲
労
の
蓄
積
も
あ
り
、
船
員

一
人
一
人
の
肩
に
か
か
る
加
重
は

限
界
に
達
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
自
動

運
航
技
術
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
こ
の
技
術
の
進
展
に

よ
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
そ
の
活
用

に
よ
り
、
船
員
へ
の
後
方
支
援
や

交
通
省
国
土
交
通
事
務
次
官
が
今

後
の
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述

べ
、
松
浦
組
合
長
が
、
こ
の
技
術

に
期
待
す
る
の
は
「
船
員
の
厳
し

い
労
働
環
境
の
抜
本
的
な
改
善
」

で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン

と
自
動
運
航
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
出
席
し
た
記

者
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
家
族
や
社
会
と
離
れ
、
わ
が
国

の
経
済
と
国
民
生
活
を
支
え
る
た

め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
職
務
に
従
事

し
て
い
る
船
員
の
立
場
で
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
４
０
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
海
運
業
界

は
「
自
動
運
航
」
と
い
う
歴
史
的

な
転
換
点
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

状
況
認
識
の
高
度
化
が
進
み
、
こ

れ
ま
で
人
に
大
き
く
依
存
し
て
い

た
監
視
や
判
断
な
ど
を
高
度
な
セ

ン
サ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
、
船
舶
の

輻
輳
海
域
・
狭
い
水
道
の
航
行
や

視
界
不
良
時
の
見
張
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
離
着
桟
等
を
ア
シ
ス
ト
す

る
こ
と
で
、
事
故
防
止
に
も
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
一
方
で
、
海
上
で
は
常
に
予
測

不
能
な
事
態
が
起
き
る
可
能
性
が

あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
、
通

信
の
途
絶
、
急
激
な
気
象
海
象
の

変
化
、
機
械
が
判
断
不
能
に
陥
っ

た
と
き
に
は
、
人
に
よ
っ
て
リ
ス

ク
回
避
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
自
動
運
航
技
術
を
開
発

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
が
減
ら

せ
る
と
い
う
よ
う
な
安
易
な
方
向

で
開
発
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
自
動
運
航
技
術
は
、
船
員

の
仕
事
を
奪
う
も
の
で
は
な
く
、

船
員
の
労
務
負
担
を
減
ら
し
、
船

員
を
作
業
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
精
神
的
・
肉
体
的
負
担

を
劇
的
に
軽
減
さ
せ
、
船
員
を
支

え
、
よ
り
高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
や
管
理
に
専
念
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
自
動
運
航
船
が
普
及
し
て
も
、

海
を
熟
知
し
た
「
船
員
の
知
恵
」

が
不
要
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
の
船
員

は
、
自
動
運
航
と
い
う
技
術
を
使

い
こ
な
す
専
門
家
と
し
て
、
伝
統

的
な
操
船
技
術
に
加
え
、
Ｉ
Ｔ
や

シ
ス
テ
ム
管
理
に
精
通
し
た
「
海

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
の

役
割
を
担
い
、
そ
の
価
値
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
く
で
し

ょ
う
。

　
自
動
運
航
技
術
が
実
用
化
さ
れ

普
及
し
て
い
く
た
め
に
は
、
技
術

面
の
ほ
か
に
、
そ
れ
を
扱
う
人
材

の
育
成
、
国
際
的
な
法
規
制
、
ル

ー
ル
の
整
備
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
自
動
運
航
技
術
が
開
発
さ
れ

発
展
し
て
い
く
こ
と
で
、
船
舶
運

航
の
安
全
性
が
向
上
し
、
船
員
の

労
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
安
全
で

安
定
的
な
運
航
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
船
舶
が
安
全
で
安
心

し
て
働
け
る
職
場
と
な
り
、
ひ
い

て
は
今
後
の
後
継
者
確
保
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
自
動
運
航
技
術
の
開

発
・
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に

人
を
中
心
に
考
え
、
技
術
が
人
を

助
け
、
現
場
を
支
え
る
船
員
の
誇

り
と
安
全
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
最
新
技
術
が
船
舶
の

安
全
運
航
と
船
員
の
命
を
守
り
、

海
上
で
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に

し
、
船
員
と
そ
の
ご
家
族
に
真
の

安
心
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
27
日
、
東
京
の
晴
海
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
２
０
２
０
年
２
月
か
ら
推
進
し
て
い
る
無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ

２
０
４
０
」
の
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
船
舶
に
よ
る
「
複
数
自
動
運
航
船
・
同
時
運
航
支
援
」
の
記
者
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
同
時
に
複
数
の
船
舶
と
陸

上
支
援
セ
ン
タ
ー
を
つ
な
い
で
の
同
時
自
動
運
航
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
内
航
コ
ン
テ
ナ
船
「
げ
ん
ぶ
」
の
船
内
見
学
会
が
実
施
さ
れ
た
。

記
者
発
表
会
で
は
、
日
本
財
団
の
尾
形
武
寿
会
長
と
海
野
光
行
常
務
理
事
が
主
催
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
説
明
し
、
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
水
嶋
智
国
土
交
通
省
国
土
交
通
事
務
次
官
と
全
日
本
海
員
組
合
松
浦
満
晴
組
合
長
が
、
あ
い
さ
つ
で
自
動
運
航
船
へ
の
期
待
に
つ
い
て
述
べ
た
。

船
員
の
命
を
守
る
船
舶
、安
全
運
航
技
術
に
期
待

船
員
の
命
を
守
る
船
舶
、安
全
運
航
技
術
に
期
待

（記者発表）（記者発表）
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２
月
末
に
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ

・
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
と
の
戦

争
に
よ
り
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
事

実
上
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国

が
原
油
輸
入
の
90
％
以
上
を
依
存

し
て
い
る
中
東
地
域
か
ら
の
原
油

供
給
が
途
絶
え
て
か
ら
１
カ
月
以

上
が
経
過
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
政
府
は
３
月
26
日

か
ら
国
家
備
蓄
石
油
（
民
間
備
蓄

は
３
月
16
日
〜
）
を
放
出
し
、
当

面
の
国
内
石
油
需
要
を
賄
っ
て
い

る
。
平
時
の
国
内
石
油
輸
送
に

あ
ら
ゆ
る
安
全
対
策
と
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
り
、
安

全
性
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
少
な

く
と
も
日
本
人
船
機
長
を
配
乗
す

べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
加
え
て
、
そ
の
他
の
国
内
海
上

輸
送
に
関
わ
る
懸
念
事
項
と
し

て
、
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制
な
ど
関

係
法
令
に
抵
触
す
る
問
題
が
あ
る

た
め
、
今
回
の
緊
急
事
態
に
関
わ

る
国
家
備
蓄
の
輸
送
に
限
定
し
た

扱
い
と
す
る
様
求
め
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
23
日
に
国
土
交

通
省
海
事
局
よ
り
、
国
内
に
お
け

る
安
定
的
な
原
油
供
給
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
備
蓄
原
油

輸
送
に
関
す
る
「
海
外
貸
渡
し
方

式
に
よ
る
外
航
原
油
輸
送
船
に
お

け
る
緊
急
国
内
輸
送
に
関
す
る
取

扱
い
に
つ
い
て
」
が
通
知
さ
れ
要

件
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｏ
Ｃ

船
に
は
、
日
本
籍
船
と
同
様
の
目

的
を
果
た
す
た
め
の
大
臣
特
許
に

よ
り
今
回
の
国
家
備
蓄
石
油
輸
送

に
限
定
し
た
国
内
就
航
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
海
事
局
通
知
と
大
臣
特
許

を
踏
ま
え
、
関
係
支
部
に
は
原
油

輸
送
船
舶
を
有
す
る
外
航
各
社
か

ら
続
々
と
国
内
備
蓄
原
油
輸
送
に

関
わ
る
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
、
順

次
外
航
船
舶
が
国
内
備
蓄
原
油
輸

送
に
従
事
し
て
い
る
。

　
本
組
合
は
、
各
船
の
安
全
運
航

・
安
全
荷
役
に
資
す
る
よ
う
、
引

き
続
き
関
係
船
社
な
ら
び
に
関
係

各
所
に
対
し
、
必
要
と
さ
れ
る
取

り
組
み
を
続
け
て
い
く
。

は
、
１
９
９
〜
４
０
０
０
総
ト
ン

の
内
航
タ
ン
カ
ー
を
主
流
に
、
最

大
で
載
貨
重
量
ト
ン
数（
Ｄ
Ｗ
Ｔ
）

８
０
０
０
０
〜
１
２
０
０
０
０
ト

ン
の
ア
フ
ラ
マ
ッ
ク
ス
型
３
隻
が

従
事
し
て
い
る
が
、
今
般
の
国
家

備
蓄
を
加
え
た
石
油
輸
送
量
は
、

内
航
タ
ン
カ
ー
の
輸
送
量
能
力
を

は
る
か
に
超
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
政
府
は
特
例
的
に
外
航
船
の

国
内
輸
送
を
許
可
し
、
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ

な
ど
の
巨
大
な
外
航
タ
ン
カ
ー
に

よ
る
国
家
備
蓄
石
油
の
国
内
輸
送

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
国
内
で
必

要
と
さ
れ
る
石
油
輸
送
量
の
不
足

分
を
補
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
本
組
合
に
対

し
、
国
土
交
通
省
海
事
局
よ
り
外

航
船
舶
に
よ
る
国
内
備
蓄
原
油
輸

送
の
実
施
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
が
実
質
的
に
封
鎖
さ
れ
て

い
る
状
況
か
ら
、
石
油
の
国
内
需

要
を
満
た
す
た
め
、
緊
急
的
に
外

航
船
舶
を
活
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
へ
の
理
解
を
示
し
つ
つ
、
最

重
要
課
題
と
し
て
安
全
面
へ
の
対

応
を
挙
げ
、
国
内
就
航
に
不
慣
れ

な
船
員
、
特
に
日
本
語
を
使
え
な

い
外
国
人
船
員
に
よ
る
備
蓄
基
地

で
の
荷
役
作
業
な
ど
に
関
し
、
安

全
管
理
の
重
要
性
と
安
全
確
保
の

徹
底
を
要
請
し
た
。

　
さ
ら
に
、
通
常
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
国

内
の
短
距
離
輸
送
や
デ
イ
リ
ー
荷

役
を
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
想
定
外
の
問
題
が
生
じ
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
た
め
、

安全輸送には、政府による管理体制の確立が不可欠安全輸送には、政府による管理体制の確立が不可欠
大型タンカー（ＶＬＣＣ）による大型タンカー（ＶＬＣＣ）による国家備蓄石油輸送始まる国家備蓄石油輸送始まる

イラン情勢関連記事イラン情勢関連記事イラン情勢関連記事

　
２
０
２
６
年
４
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
６
年
４
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
９
５　
高
松
地
区
沿
海
（
補
充
定
員
１
名・立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
岡
田　
哲
則　
小
豆
島
フ
ェ
リ
ー

甲
板
手

以　
上

遠洋マグロはえ縄漁船遠洋マグロはえ縄漁船
第七十八福栄丸が出港第七十八福栄丸が出港

前潟水産有限会社前潟水産有限会社前潟水産有限会社

　
鹿
児
島
支
部
が
担
当
す
る
前
潟

水
産
有
限
会
社
の
遠
洋
マ
グ
ロ
は

え
縄
漁
船
・
第
七
十
八
福
栄
丸
が

３
月
11
日
に
静
岡
県
清
水
港
か
ら

漁
場
へ
向
け
て
出
港
し
た
。

　
乗
組
員
を
激
励
す
る
恒
例
の
出

港
式
に
は
、
乗
組
員
の
家
族
や
会

社
関
係
者
が
出
席
し
、
は
じ
め
に

今
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年

が
経
過
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
黙

と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　
次
に
羽
根
田
正
社
長
が
「
長
期

間
の
航
海
と
な
る
が
、
安
全
第
一

で
操
業
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に

大
漁
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
て

乗
組
員
含
め
関
係
者
で
杯
が
交
わ

さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
デ
ッ
キ
で
写
真
撮
影

が
行
わ
れ
、
乗
組
員
の
表
情
は
気

迫
に
満
ち
頼
も
し
く
、
大
漁
を
予

感
さ
せ
、
船
上
に
流
れ
る
景
気
づ

け
の
演
歌
が
乗
組
員
を
さ
ら
に
元

気
づ
け
た
。

　
準
備
が
整
い
、
漁
労
長
か
ら
の

出
港
の
号
令
が
か
か
る
と
、
乗
組

員
が
、
き
び
き
び
し
た
動
作
で
係

船
索
を
巻
き
取
り
、
船
が
岸
壁
を

離
れ
る
と
、
見
送
る
人
た
ち
に
笑

顔
で
応
え
、
見
送
り
の
人
た
ち
も

手
を
振
り
、
船
の
安
全
航
海
と
大

漁
を
願
っ
た
。《

鹿
児
島
支
部
＝
発
信
》

鹿児島県喜入・石油備蓄基地鹿児島県喜入・石油備蓄基地鹿児島県喜入・石油備蓄基地

外
航
船
に
よ
る
備
蓄
原
油
の
国
内
間
輸
送

日
本
籍
船（
丸
シ
ッ
プ
）＝
緊
急
国
内
輸
送
の
取
り
扱
い
通
達

日
本
籍
船（
丸
シ
ッ
プ
）＝
緊
急
国
内
輸
送
の
取
り
扱
い
通
達

外
国
籍
船（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
）＝
沿
岸
輸
送
特
許
の
発
出

外
国
籍
船（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
）＝
沿
岸
輸
送
特
許
の
発
出
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妥
結
内
容

①
有
効
期
間
は
、
令
和
８
年
４
月

１
日
よ
り
令
和
９
年
３
月
31
日
ま

で
と
す
る
。

②
船
内
食
料
金
に
つ
い
て
は
、
１

人
日
額
１
３
６
０
円
と
す
る
。（
50

円
増
額
）

③
職
別
基
本
給
の
改
定
は
標
準
船

員（
役
付
Ａ：35
歳
）経
験
加
給
込

１
万
１
９
５
０
円（
ベ
ア
８
６
６

０
円
、
経
験
加
給
３
２
９
０
円
）

＝
４
・
48
％
ア
ッ
プ
の
改
定
。

④
家
族
手
当
に
つ
い
て
は
、
18
歳

未
満
の
子
お
よ
び
在
学
中
で
職
業

を
有
し
な
い
23
歳
未
満
の
子
を
月

額
１
９
５
０
円
と
す
る
。

中
・四
国
旅
客
船
加
盟
会
社

▽
隠
岐
汽
船
株
式
会
社

▽
瀬
戸
内
海
汽
船
株
式
会
社

▽
土
生
商
船
株
式
会
社

▽
山
陽
商
船
株
式
会
社

▽
内
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

▽
大
三
島
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

わ
れ
な
い
形
で
協
議
し
た
い
と
の

申
し
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
期
解
決
に
向
け
た
協
議
で
あ
れ

ば
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
と
し
て
、

第
４
回
交
渉
を
中
断
と
し
た
。

　
そ
の
後
、小
委
員
会
を
開
催
し
、

断
続
的
か
つ
精
力
的
に
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
一
定
の
整
理
が
図
ら

れ
た
た
め
、
小
委
員
会
を
打
ち
切

り
、
第
４
回
交
渉
を
再
開
し
た
。

　
会
社
側
か
ら
、
職
別
基
本
給

の
改
定
に
つ
い
て
、
３
・
55
％
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
お
よ
び
経
験
加
給

の
実
施
と
し
た
い
。
船
内
食
料
金

の
改
定
に
つ
い
て
、
50
円
増
額
の

１
３
６
０
円
と
し
た
い
。
子
ど
も

に
対
す
る
家
族
手
当
を
３
５
０
円

増
額
の
１
９
５
０
円
に
し
た
い
と

回
答
が
示
さ
れ
、
回
答
内
容
を
精

査
し
た
結
果
、
今
次
交
渉
に
お
け

る
誠
意
あ
る
回
答
と
判
断
し
、
そ

の
他
の
要
求
項
目
を
取
り
下
げ
、

３
月
31
日
に
妥
結
し
た
。

▽
小
豆
島
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社　

交
渉
概
要

　
令
和
８
年
度
の
中
・
四
国
旅
客

船
労
働
協
約
改
定
集
団
交
渉
は
、

３
月
２
日
の
第
１
回
交
渉
を
皮
切

り
に
期
限
内
決
着
を
目
指
し
、
３

月
９
日
に
第
２
回
、
３
月
23
日
に

第
３
回
、
３
月
27
日
に
第
４
回
交

渉
を
開
催
し
、
中
断
を
は
さ
み
つ

つ
粘
り
強
く
交
渉
を
展
開
し
た
。

　
第
４
回
交
渉
で
は
、
会
社
側
か

ら
、
前
回
交
渉
以
降
、
内
部
検
討

を
行
う
も
先
行
き
不
透
明
感
が
強

い
中
、
大
幅
な
原
資
を
必
要
と
す

る
要
求
な
の
で
慎
重
に
検
討
し
た

い
と
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。

　
組
合
は
、
組
合
員
の
生
活
を
守

る
た
め
に
も
物
価
高
に
負
け
な
い

賃
金
改
定
は
不
可
欠
で
あ
る
と
主

張
し
、
会
社
側
に
前
進
し
た
回
答

を
求
め
交
渉
を
一
時
中
断
し
た
。

　
交
渉
再
開
後
、
会
社
側
か
ら
、

早
期
円
満
解
決
に
向
け
形
式
に
捉

令和８年度令和８年度
中・四国旅客船労働協約改定中・四国旅客船労働協約改定

集団交渉妥結集団交渉妥結

性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
申
し
入
れ
先
の
自
治
体
は
北
海

道
・
苫
小
牧
市
・
石
狩
市
・
札
幌

市
・
小
樽
市
・
室
蘭
市
・
函
館
市
・

北
斗
市
・
七
飯
町
・
江
差
町
・
奥

尻
町
。

　
申
し
入
れ
は
山
﨑
秀
和
北
海
道

地
方
支
部
長
（
兼
務
道
南
支
部

長
）
と
執
行
部
、
職
場
委
員
・
現

場
組
合
員
が
同
行
し
、
ま
た
、
組

合
政
治
参
与
の
高
橋
亨
北
海
道
議

会
議
員
、
池
端
英
昭
北
海
道
議
会

議
員
、
村
山
拓
司
札
幌
市
議
会
議

員
、
道
畑
克
雄
函
館
市
議
会
議

員
、
首
藤
孝
治
苫
小
牧
市
議
会
議

員
、
上
村
賢
石
狩
市
議
会
議
員
に

ご
同
行
い
た
だ
い
た
。

各
自
治
体
の
ご
対
応
者

北
海
道
＝
濱
坂
真
一
北
海
道
副
知

事苫
小
牧
市
＝
金
澤
俊
苫
小
牧
市
長

石
狩
市
＝
加
藤
龍
幸
石
狩
市
長

札
幌
市
＝
天
野
周
治
札
幌
副
市
長

小
樽
市
＝
迫
俊
哉
小
樽
市
長

室
蘭
市
＝
青
山
剛
室
蘭
市
長

函
館
市
＝
田
畑
浩
文
函
館
市
副
市

長北
斗
市
＝
工
藤
実
北
斗
市
副
市
長

七
飯
町
＝
杉
原
太
七
飯
町
長

　
北
海
道
地
方
支
部
と
道
南
支
部

は
１
月
〜
２
月
ま
で
の
間
、
管
轄

の
各
地
方
自
治
体
へ
、
海
運
・
船

員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る
申
し

入
れ
を
行
い
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
船
員
職
業
の
後
継
者
の
確
保
・

育
成
の
た
め
、
船
員
職
業
の
重
要

江
差
町
＝
照
井
誉
之
介
江
差
町
長

奥
尻
町
＝
新
村
卓
実
奥
尻
町
長

　
各
申
し
入
れ
で
は
、
山
﨑
北
海

道
地
方
支
部
長
か
ら
、
申
し
入
れ

文
書
を
手
交
し
、
申
し
入
れ
の
内

容
を
詳
細
に
説
明
し
、
▽
船
員
の

確
保
・
育
成
の
促
進
▽
海
に
親
し

む
活
動
▽
船
員
税
制
▽
フ
ェ
リ
ー

・
旅
客
船
の
維
持
・
存
続
へ
の
支

援
▽
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制
の
堅
持

―
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
た
。

　
北
海
道
の
各
自
治
体
へ
の
申
し

入
れ
で
は
、
全
体
的
な
反
応
と
し

て
、
海
に
囲
ま
れ
港
や
海
運
、
漁

業
、
船
員
の
重
要
性
に
つ
い
て
認

識
し
て
お
り
、
船
員
の
確
保
・
育

成
へ
の
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
海
に
親
し
む
活
動
を
通
し

て
、
船
員
の
確
保
・
育
成
に
取
り

組
み
、
漁
業
を
盛
り
上
げ
た
い
と

い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　
一
方
、
船
員
の
住
民
税
減
免
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
体
で
の
税
収

入
の
面
や
公
平
な
税
徴
収
の
観
点

か
ら
、
特
定
の
職
種
だ
け
減
免
を

行
っ
た
場
合
の
影
響
な
ど
、
課
題

が
多
い
こ
と
か
ら
、
他
の
自
治
体

の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
慎
重
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
方

が
示
さ
れ
た
。

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ
札幌市・小樽市・室蘭市・函館市・北斗市・七飯町・江差町・奥尻町
北海道・苫小牧市・石狩市・

北海道地方支部・道南支部北海道地方支部・道南支部北海道地方支部・道南支部北海道地方支部・道南支部北海道地方支部・道南支部北海道地方支部・道南支部

左から池上幸太北海道地方支部副支部長、池端英昭北海道議会議員、山﨑秀和北海道地左から池上幸太北海道地方支部副支部長、池端英昭北海道議会議員、山﨑秀和北海道地左から池上幸太北海道地方支部副支部長、池端英昭北海道議会議員、山﨑秀和北海道地
方支部長、濱坂真一北海道副知事、高橋亨北海道議会議員、若杉健太在籍専従執行部員方支部長、濱坂真一北海道副知事、高橋亨北海道議会議員、若杉健太在籍専従執行部員方支部長、濱坂真一北海道副知事、高橋亨北海道議会議員、若杉健太在籍専従執行部員

左から上村賢石狩市議会議員、加藤龍幸石狩市長、山﨑秀左から上村賢石狩市議会議員、加藤龍幸石狩市長、山﨑秀左から上村賢石狩市議会議員、加藤龍幸石狩市長、山﨑秀
和北海道地方支部長、池上幸太北海道地方支部副支部長和北海道地方支部長、池上幸太北海道地方支部副支部長和北海道地方支部長、池上幸太北海道地方支部副支部長

左から会社側・日浦徹治交渉委員代表と除補修中・四国地方支部長左から会社側・日浦徹治交渉委員代表と除補修中・四国地方支部長左から会社側・日浦徹治交渉委員代表と除補修中・四国地方支部長

左から首藤孝治苫小牧市議会議員、金澤俊苫小牧市長、左から首藤孝治苫小牧市議会議員、金澤俊苫小牧市長、左から首藤孝治苫小牧市議会議員、金澤俊苫小牧市長、
山﨑秀和北海道地方支部長、池上幸太北海道地方支部山﨑秀和北海道地方支部長、池上幸太北海道地方支部山﨑秀和北海道地方支部長、池上幸太北海道地方支部
副支部長、若杉健太在籍専従執行部員副支部長、若杉健太在籍専従執行部員副支部長、若杉健太在籍専従執行部員

北斗市北斗市北斗市 函館市函館市函館市 室蘭市室蘭市室蘭市

江差町江差町江差町奥尻町奥尻町奥尻町 七飯町七飯町七飯町

小樽市小樽市小樽市

札幌市札幌市札幌市

苫小牧市苫小牧市苫小牧市

石狩市石狩市石狩市

北海道北海道北海道
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県
・
神
戸
市
・
淡
路
市
・
南
あ
わ

じ
市
・
洲
本
市
・
明
石
市
。

　
申
し
入
れ
は
浦
隆
幸
関
西
地
方

支
部
長
と
執
行
部
、
職
場
委
員
に

全
国
海
友
婦
人
会
の
奥
山
智
加
子

鈴
蘭
台
支
部
長
と
奥
山
マ
リ
子
さ

ん
が
同
行
し
、
ま
た
、
組
合
政
治

参
与
の
黒
田
一
美
兵
庫
県
議
会
議

員
と
川
内
清
尚
神
戸
市
議
会
議
員

に
ご
同
行
い
た
だ
い
た
。

陸
路
に
代
わ
る
緊
急
輸
送
手
段
と

臨
時
の
宿
泊
施
設
と
し
て
、
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

―
な
ど
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

淡
路
市
＝
戸
田
敦
大
淡
路
市
長

に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
▽
後
継

者
確
保
に
つ
い
て
、
地
元
の
小
学

校
で
職
業
体
験
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
の
で
、
船
員
職
業
を
紹
介

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
▽
本
四
架
橋
料
金
収
受
業
務

の
維
持
・
存
続
に
つ
い
て
は
、
歴

史
的
背
景
が
風
化
し
な
い
よ
う
、

適
正
に
対
応
し
た
い
―
な
ど
の
考

え
方
が
示
さ
れ
た
。

南
あ
わ
じ
市
＝
前
川
恭
範
総
務

企
画
部
ふ
る
さ
と
創
生
課
係
長
に

ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
▽
船
員
税

制
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
で
税
収

が
減
る
中
で
、
特
定
職
種
に
限
定

し
た
減
免
は
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
難
し
い
と
考
え
る
―
な
ど

の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

洲
本
市
＝
西
原
健
二
企
画
情
報

部
企
画
課
長
に
ご
対
応
い
た
だ
い

た
。
▽
船
員
税
制
に
つ
い
て
、
実

際
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
家
屋
が

あ
れ
ば
そ
の
名
義
人
に
も
「
家
屋

敷
税
」
と
し
て
課
税
さ
れ
る
よ
う

に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
量
で

決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
均
等

割
り
の
減
免
は
公
平
性
の
面
か
ら

も
難
し
い
。
過
疎
化
対
策
で
何
ら

か
の
対
策
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い

―
な
ど
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

明
石
市
＝
門
田
康
彦
都
市
整
備

室
長
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
▽

船
員
税
制
に
つ
い
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
享
受
量
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
の
会
費
と
し
て
公
平

に
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
実

施
は
難
し
い
と
考
え
る
。
近
隣
自

治
体
や
神
戸
市
の
動
向
を
注
視
し

た
い
―
な
ど
の
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。

　
関
西
地
方
支
部
は
昨
年
の
12
月

か
ら
今
年
の
３
月
ま
で
の
間
、
担

当
す
る
各
地
方
自
治
体
へ
、
海
運

・
船
員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る

申
し
入
れ
を
実
施
し
た
。

　
申
し
入
れ
で
は
船
員
税
制
を
は

じ
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
船
員

後
継
者
の
確
保
・
育
成
な
ど
、
船

員
職
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

し
、
理
解
を
求
め
た
。

　
申
し
入
れ
先
の
自
治
体
は
兵
庫

各
自
治
体
の
ご
対
応
者
と

考
え
方

兵
庫
県
＝
塩
見
彰
浩
産
業
労
働

部
次
長
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。

▽
船
員
税
制
に
つ
い
て
、
趣
旨
は

理
解
し
て
お
り
、
関
係
各
所
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
▽
船

員
の
後
継
者
確
保
・
育
成
に
つ
い

て
、
日
本
に
お
け
る
船
員
の
重
要

性
は
理
解
し
て
お
り
、
県
と
し
て

何
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
▽
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
維
持

・
存
続
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
、
活
性
化
に
向
け
て
県

と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

神
戸
市
＝
小
沢
彰
史
港
湾
局
副

局
長
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
▽

船
員
税
制
に
つ
い
て
、
個
人
住
民

税
の
均
等
割
は
地
域
社
会
の
構
成

員
（
市
民
）
の
会
費
と
い
う
観
点

か
ら
減
免
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
税
制
面
で
の
対
応
は
、
国
税

も
含
め
国
全
体
で
議
論
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
▽
船
員
確
保
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
海
技
教
育
機
構
と

連
携
し
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た

海
の
上
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
予
算
を

組
み
、
継
続
し
海
事
産
業
の
発
展

に
寄
与
す
る
施
策
を
進
め
て
い
き

た
い
▽
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
維

持
・
存
続
に
つ
い
て
、
災
害
時
の

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

兵庫県・神戸市・淡路市・南あわじ市・洲本市・明石市

愛知県・三重県・鳥羽市・志摩市・田原町・南知多町

関西地方支部関西地方支部関西地方支部関西地方支部関西地方支部関西地方支部

　
名
古
屋
支
部
は
１
月
〜
２
月
ま

で
の
間
、
管
轄
の
各
地
方
自
治
体

へ
、
海
運
・
船
員
の
政
策
諸
課
題

に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
船
員
職
業
の
後

継
者
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、
船

員
職
業
の
重
要
性
を
て
い
ね
い
に

説
明
し
た
。

　
申
し
入
れ
先
の
自
治
体
は
愛
知

県
・
三
重
県
・
鳥
羽
市
・
志
摩
市

・
田
原
町
・
南
知
多
町
で
、
海
員

組
合
と
全
国
海
友
婦
人
会
、
東
海

北
陸
旅
客
船
協
会
が
合
同
で
実
施

し
た
。
申
し
入
れ
に
は
山
原
始
名

古
屋
支
部
長
と
執
行
部
に
、
佐
藤

雄
亮
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
職
場
委
員

と
東
海
北
陸
旅
客
船
協
会
お
よ
び

全
国
海
友
婦
人
会
が
同
行
し
た
。

　
船
員
税
制
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
船
員
の
住
民
税
減
免
を
実
施

し
て
い
る
鳥
羽
市
と
志
摩
市
を
訪

問
し
、
鳥
羽
市
で
は
小
竹
篤
鳥
羽

市
長
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
志
摩

市
で
は
橋
爪
政
吉
志
摩
市
長
に
ご

対
応
い
た
だ
い
た
。

そ
の
他
の

各
自
治
体
の
ご
対
応
者

愛
知
県
＝
大
村
秀
章
愛
知
県
知

事
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
大
村
知

事
か
ら
は
燃
料
油
価
格
高
騰
対

策
、
旅
客
船
事
業
の
継
続
、
船
員

育
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
海
運
・
旅

客
船
事
業
の
振
興
に
向
け
て
関
係

者
と
連
携
の
う
え
取
り
組
み
た
い

と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

三
重
県
＝
野
呂
幸
利
三
重
県
副

知
事
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
フ
ェ

リ
ー
・
旅
客
船
は
自
然
災
害
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
た
め
、

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
離
島
航

路
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
県
単
独

で
の
法
改
正
は
困
難
で
あ
る
が
、

他
自
治
体
と
連
携
し
つ
つ
、
国
へ

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
の
考
え

方
が
示
さ
れ
た
。

田
原
市
＝
山
下
政
良
田
原
市
長

に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
フ
ェ
リ
ー

活
性
化
に
向
け
て
の
観
光
誘
致
に

引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
の
考

え
方
が
示
さ
れ
た
。

南
知
多
町
＝
石
黒
和
彦
南
知
多

町
長
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
海

上
輸
送
の
重
要
性
は
理
解
し
て
い

る
。
関
係
各
所
へ
働
き
か
け
た
い

と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

左から佐藤宗昭関西地方支部副支部長、神原将平八馬汽船職場委員、小沢彰史港湾左から佐藤宗昭関西地方支部副支部長、神原将平八馬汽船職場委員、小沢彰史港湾左から佐藤宗昭関西地方支部副支部長、神原将平八馬汽船職場委員、小沢彰史港湾
局副局長、浦隆幸関西地方支部長、全国海友婦人会の奥山マリ子さん、川内清尚神戸局副局長、浦隆幸関西地方支部長、全国海友婦人会の奥山マリ子さん、川内清尚神戸局副局長、浦隆幸関西地方支部長、全国海友婦人会の奥山マリ子さん、川内清尚神戸
市会議員、奥山智加子全国海友婦人会鈴蘭台支部長市会議員、奥山智加子全国海友婦人会鈴蘭台支部長市会議員、奥山智加子全国海友婦人会鈴蘭台支部長

左から佐藤雄亮太平洋フェリー職場委員、宮脇幸次東海北陸旅客船協会会長、山原左から佐藤雄亮太平洋フェリー職場委員、宮脇幸次東海北陸旅客船協会会長、山原左から佐藤雄亮太平洋フェリー職場委員、宮脇幸次東海北陸旅客船協会会長、山原
始名古屋支部長、大村秀章愛知県知事、岡明彦愛知県議会議員始名古屋支部長、大村秀章愛知県知事、岡明彦愛知県議会議員始名古屋支部長、大村秀章愛知県知事、岡明彦愛知県議会議員

名古屋支部名古屋支部名古屋支部名古屋支部名古屋支部名古屋支部

三重県三重県三重県

淡路市淡路市淡路市

志摩市志摩市志摩市

南知多町南知多町南知多町

神戸市神戸市神戸市

愛知県愛知県愛知県

鳥羽市鳥羽市鳥羽市

南あわじ市南あわじ市南あわじ市

田原市田原市田原市

洲本市洲本市洲本市

兵庫県兵庫県兵庫県

明石市明石市明石市
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